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１．背景 

 肉用牛をめぐる情勢は、飼料をはじめとした生産資材の上昇等による生産コ

ストの増大、消費者の生活防衛意識の高まりを背景とした牛肉需要の減退によ

る枝肉価格の低迷といった厳しい状況にあり、需要に応じたより効率的な肉用

牛生産が求められています。 

これらの現状を踏まえ、日齢枝肉重量の向上のほか肥育開始月齢の早期化や

肥育期間の短縮等による生産コスト低減の取組を推進するため、家畜改良増殖

目標（令和 7 年４）において、現在の肥育終了時の月齢 29.5 ヶ月齢、体重

808kg、枝肉重量 516 ㎏について、令和 17 年度 27.0 か月齢、体重 775kg、枝肉

重量 515kg を目標数値として示しています。 

また、肥育の飼養管理を行う上での個体の能力や系統による特徴、各地の取

り組みなどを踏まえながら短期肥育推進に関する調査が行われています。 

 

２．目的 

 短期肥育や早期出荷については、系統によって増体性や肉質などの特性が異

なること等から、枝肉重量の関連遺伝領域の 1 つである CW-2 の責任変異

（NCAPG 遺伝子ｃ.1326Ｔ＞Ｇ）の遺伝子型（G アレイと T アレイの対立遺伝

子が存在、GG 型 GT 型 TT 型に分けられる）により枝肉重量に有意差が認め

られることに着目し（参考文献：Animal Genetics，42，650-655）、肥育開始

12 か月齢、終了 26 か月齢とした短期肥育との関連について調査しました。  

 

３．材料と方法 

 黒毛和種去勢牛について、１房あたり３頭の群飼いとし、令和２年３月～令

和６年 11 月までに合計 45 頭の肥育を行いました。 



 飼料給与は、12 か月齢で配合飼料を育成用配合飼料から肥育用配合飼料へ、

粗飼料は乾燥牧草から稲わらへ切り替えて飼養しました（図 1）。 

 測定項目については、配合飼料摂取量を個体ごと、粗飼料摂取量を各房ごと

に毎日記録し、体重および体型測定は個体ごとに毎月行いました。枝肉形質

は、日本食肉格付協会による格付結果を用い、胸最⾧筋を用いて肉質の理化学

分析を実施しました。 

図 1 飼料給与プログラム 

 

 試験区は NCAPG 遺伝子型により表 1 の通り設定し、EZR Version1.68 (参考

文献：Bone Marrow Transplantation 2013:48,452-458)を用いて一元配置分散

分析による検定を実施した後、Tukey の多重比較検定を行いました。 



４ 結果 

 採食量については、飼料給与プログラムのとおり月齢毎に量を定めて給与

し、期間中の採食量の合計は表 2 のとおり肥育用配合飼料は TT 型が有意に

少なく、稲ワラは GG 型が有意に多い結果でした。 

体重については、生時や出荷時の体重は GG 型が有意に大きい結果でした

が、日増体重（DG）においては、出生後から肥育終了までの生涯 DG は、

GG 型と GT 型は同程度で、TT 型が有意に小さい結果でした。 

枝肉重量は、GG 型と GT 型は同程度で、TT 型が有意に小さい結果で、胸

最⾧筋面積についても同様の傾向が示唆されました。 

BMS は、有意差は認められませんでしたが、GT 型と TT 型は同程度とな

り、GG 型は低い傾向が示唆されました。 

表３ 体重・増体関連形質

CW2遺伝子型 ｎ
生時

体重(kg)
出荷時

体重(kg)
 肥育期間DG  生涯DG  日齢枝重

GG型 11 40.8±5.2a 837.2±64.1c 1.07±0.2 1.00±0.08c 0.65±0.06

GT型 18 36.9±2.9 825.3±43.8a 1.02±0.2 1.00±0.05a 0.66±0.05e

TT型 16 34.2±5b 757.5±71.5bd 0.93±0.2 0.91±0.09bd 0.61±0.05f

異符号間に有意差あり（a-b,c-d 1%水準、e-f 5%水準）

表４ 枝肉６形質と締め・きまり

CW2遺伝子型 ｎ
枝肉総重量

(kg）
胸最⾧筋面積

(㎠)
バラ厚
(cm)

皮下脂肪厚
(cm)

歩留基準値 BMS No 締まり きめ

GG型 11 519.2±50.0 63.2±6.5 8.0±0.6 2.2±0.4c 74.5±0.8 5.8±1.4 3.8±0.6b 3.8±0.6df

GT型 18 520.8±43.5a 62.3±11.4 8.4±0.7 2.9±0.7d 74.0±1.9 7.3±1.9 4.4±0.5a 4.6±0.5c

TT型 16 483.2±41.6b 59.9±4.6 8.2±0.7 2.6±0.5 74.3±0.9 7.2±2.0 4.4±0.7 4.5±0.5e

異符号間に有意差あり（a-b 5%水準、c-d,e-f 1%水準）



 

締まり・きめについては、GG 型が有意に低い結果となり、肉質分析におけ

る水分や加熱損失率も、同様の有意差が示される結果となりました。 

なお、オレイン酸、一価不飽和脂肪酸（MUFA）、多価不飽和脂肪酸

（PUFA）、グルタミン酸の含有率について、有意な差はみられませんでした。 

 

発育については、体重の推移は TT 型が有意に小さい結果となりました。体

高の推移については、各試験区において有意差が見られ GG 型＞GT 型＞TT

型の順で推移しました。 

図 2 体重、体高の推移 

 

表５ 肉質分析

CW2遺伝子型 ｎ
水分
(%)

粗脂肪
(%)

粗蛋白
(%)

遠心保水力
(%)

加熱損失率
(%)

剪断力価
(%)

GG型 11 47.6±3.7ac 37.6±4.8ce 14.4±1.3 71.4±2.1 18.6±2.6c 2.0±0.3

GT型 18 42.8±4.6d 44.0±6.2d 13.5±0.9 73.2±3.6 16.2±2.7d 1.9±0.4

TT型 16 42.1±4.9b 44.8±6.5f 12.4±1.2 74.1±2.3 15.6±2.3 1.8±0.4

異符号間に有意差あり（a-b 1%水準、c-d,e-f 5%水準）

一般組成（6-7肋骨間） 一般組成（官能評価部位）



  なお、上記で得られた結果から、収益について枝肉販売額と飼料経費を基に

試算したところ、G アレルを有している試験区において収益性が良い傾向でし

た。 

 

５．考察 

 枝肉重量関連遺伝子 CW-2 の G アレルを有する場合には、出荷時体重や枝

肉重量は良好な結果であり、出荷月齢 26 ヶ月齢の短期肥育に適している可能

性が示唆されました。 

 特に、GT 型は枝肉重量および BMS がバランスよく確保でき、短期肥育へ

の適正あると考えられました。GG 型は枝肉重量を確保できるが、締め・き

まりが劣り、BMS も上がらない傾向がでしたが、発育は頭打ちにはなってい

ないため、やや⾧めに肥育をおこない体重を増やす飼養方法が適しているも

のと考えられました。TT 型は、DG が低く枝肉重量も小さいものの BMS に

ついては向上の可能性が期待できるため、飼料給与の日量を多くせず⾧く肥

育することに向いている可能性があると考えられました。 


